
 

指定管理者制度導入施設 モニタリングチェックシート 

（平成２６年度 
上半期（４月～９月） 
 年間 （４月～３月） 

の管理運営状況） 

施設名 秋川ファーマーズセンター 指定管理者 秋川農業協同組合 

指定期間 
平成２６年４月１日から 
平成３１年３月３１日まで 

担当課 農林課 

１ 業務の遂行状況及び収支の状況 

項目 分類 年間計画（Ａ） 
実績（Ｂ） 

（モニタリング時） 
対計画比率 

（Ｂ/Ａ×100） 

業務の 
遂行状況 

開館日数（日） 359 183 51.0％ 

延べ利用者数（レジ客数・人） ― 173,095 ―％ 

事 業 開 催
回数 

必須事業（回） ― ― ―％ 

自主事業（回） ― ― ―％ 

収支状況 

収入 

指定管理料（円） ― ― ―％ 

直売所売上（円） 280,000,000 155,694,640 55.6％ 

その他の売上（円） 193,100,000 102,224,796 52.9％ 

その他の収入（円） 4,740,000 2,319,778 48.9％ 

収入計（円） 477,840,000 260,239,214 54.5％ 

支出 

事業直接経費（円） 423,054,000 232,899,694 55.1％ 

管理経費（円） 51,440,000 25,190,340 49.0％ 

自主事業関係経費（円） － － －％ 

その他の支出（円） 2,100,000 1,017,590 48.5％ 

支出計（円） 476,594,000 259,107,624 54.4％ 

収支（収入－支出）（円） 1,246,000 1,131,590  

指定管理者の自己評価（改善点、その他特記事項） 

【開館日数・利用者数について】 

4 月から 9月まで開館日数（無休） 
183日 

レジ客数 173,095 人（前年比△
1,319 人） 

【事業の実施状況について】 

地域小中学校の見学・体験受入及
び他県直売所の視察受入、トウモ
ロコシ祭り等を計画通り実施し
た。 

【収支状況について】 

2 月の大雪、6 月、7 月の天候不順
及び来店客の減尐等により、予定
の売上げに達しなかった。 

所管課の評価（指摘事項） 

【開館日数・利用者数について】 

計画通り無休で営業しており問題
はない。 

前年上半期との比較では、若干レ
ジ客数が減尐している。 

【事業の実施状況について】 

計画通り実施しており問題はな
い。 

【収支状況について】 

予定の収入に達していないが、大
雪や天候不順等による影響が大き
く、やむを得ない所である。 

２ チェック項目 

評価項目・評価事項（数値目標） 確認資料等 
指定管理者の
自己評価 

所管課の評価 

施設・設備の 
維持管理 

消防設備、機械設備の保守点検や施設の修繕等を

適切に行っている 
実地 適正・要改善 適正・要改善 

衛生環境を維持するため清掃業務等を適切に行っ

ている 
実地 適正・要改善 適正・要改善 

備品等を適切に保管・管理している 実地 適正・要改善 適正・要改善 

業務の全部又は主たる業務を第三者に請け負わせてい

ない 
実地 適正・要改善 適正・要改善 

 



 

安全性への配慮 

安全管理、衛生管理、危機管理に関するマニュア

ルが整備され、また、職員等に対する指導訓練が

適切であり、市への通報体制が整っている 

危機管理マニュア

ル 
適正・要改善 適正・要改善 

避難経路の確保、事故防止策や防犯等の警備業務

など利用者への安全対策が講じられている 
実地 適正・要改善 適正・要改善 

生産履歴の整備 生産履歴 適正・要改善 適正・要改善 

透明性・公平性 

ホームページ等により施設の情報の公開に努めて

いる 
ホームページ 適正・要改善 適正・要改善 

情報公開に対する体制を整備している 
情報公開マニュア

ル 
適正・要改善 適正・要改善 

効果的・効率的
な運営 

苦情や利用者アンケートによる意見、要望等を管

理運営に反映している 
利用者アンケート 適正・要改善 適正・要改善 

施設の利用者拡大の取組を行っている 事業報告書 適正・要改善 適正・要改善 

経費削減のための取組を行っている 事業報告書 適正・要改善 適正・要改善 

広報紙、チラシ、ホームページなどにより積極的

に事業等を周知している 

広報紙、チラシ、ホ

ームページ 
適正・要改善 適正・要改善 

個人情報の保護 
個人情報を保護するための取組を行っている 

個人情報保護マニ

ュアル（JA本部） 
適正・要改善 適正・要改善 

文書管理を適切に行っている 保存文書、実地 適正・要改善 適正・要改善 

自主事業の取組 
自主事業の実施により、市民サービスの向上に努

めている 

事業報告書、日報、

実地 
適正・要改善 適正・要改善 

環境への配慮 
省エネルギーの取組、環境負荷低減、ゴミの減量

など、環境への配慮に取り組んでいる 
実地 適正・要改善 適正・要改善 

※評価基準 

「 適 正 」：その項目について、協定書、事業計画書等に沿った適正な指定管理業務を行っている。 

「要改善」：その項目について、協定書、事業計画書等に照らし合わせて、目標達成されておらず、改善の余地がある。 

３ 上記１、２の評価に関する所見 

 

 

指定管理者による所見（改善点、その他特記事項） 

・地域の小学校・中学校、高等学校の社会科見学、体験学習の受入、また他県、JA の直売所の視察も

積極的に受入し、6 次産業事業への協力を行うなど、指定管理者事業計画の事業は順調に実施でき

ている。 

・2 月の大雪の影響と思われるが第一四半期の売上げが落ちたが 8 月以降持ち直してきている。 

・建物の老朽化が激しく、補修箇所が増加している。 

所管課による所見（指摘事項など） 

 あきる野市ファーマーズセンターの設置及び管理に関する条例に定める「農業経営者の所得の安定、

農業従事者の確保育成、地域産業の総合的な振興及びレクリエーション農園の推進を図り、もって地

域住民等との交流」を図る施設として、適切な管理運営が行われている。 

 天候による出荷の増減はやむを得ない面もあるが、極力安定した生産ができるよう、引き続き農業

者との連携を期待する。 


